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	応用
	抗原情報
	背景
	SLP-76は、もともと白血病T細胞株JurkatにおけるT細胞受容体（TCR）ライゲーション後のZAP-70タンパク質チロシンキナーゼの基質として同定されました。SLP-76遺伝子座はヒト染色体5q33に局在し、遺伝子構造はマウスで部分的に特徴付けられています。ヒトおよびマウスのcDNAはともに、72%同一で3つのモジュールドメインからなる533アミノ酸タンパク質をコードしています。NH2末端には、TCRライゲーション後にリン酸化されるPESTドメインといくつかのチロシン残基を含む酸性領域が含まれています。SLP-76は、中央のプロリンリッチドメインとCOOH末端のSH2ドメインも含んでいます。受容体ライゲーション後に恒常的および誘導的の両方でSLP-76と関連する多数の追加タンパク質が同定されており、SLP-76がアダプターまたは足場タンパク質として機能するという考えを裏付けています。 SLP-76欠損T細胞を用いた研究 cドメイン：SH2ドメインはSHBとの相互作用を媒介する。,機能：T細胞抗原受容体を介したシグナル伝達に関与する。,PTM：ZAP-70によるT細胞受容体活性化後にリン酸化される。,類似性：1つのSAM（sterile alpha motif）ドメインを含む。,類似性：1つのSH2ドメインを含む。,サブユニット：SLAと相互作用する。CBLBと相互作用する（類似性による）。アダプタータンパク質GRB2およびFYBと相互作用する。SHBと相互作用する。PRAM1と相互作用する。,組織特異性：脾臓、胸腺、末梢血白血球で高発現する。T細胞および単球細胞株でも高発現し、B細胞株では低レベルで発現する。線維芽細胞株および神経芽細胞腫細胞株では検出されない。,
	研究分野
	ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害性;T細胞受容体;FcイプシロンRI;
	画像データ
	

	SLP-76（リン酸化Tyr128）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Na3VO4 0.3nM 40°処理したK562細胞ライセートのSLP-76（リン酸化Tyr128）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化SLP-76（Y128）ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

